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香良洲歴史資料館（若桜会館）
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史
散
歩
香
良
洲
歴
史
資
料
館(

若
桜
会
館)

広
報
 津

●
毎
月
1
日
・
1
6
日
発
行

●
編
集
・
発
行
津
市
政
策
財
務
部
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報
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●
印
刷
 オ
リ
エ
ン
タ
ル
印
刷
株
式
会
社

●
市
財
政
収
入
の
一
部
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
表
紙
に
広
告
を
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。
掲
載
し
て
い
る
広
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
津
市
が
保
証
し
て

　
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
４
月
17
日
、
津
市
香
良
洲
歴
史
資
料

館
（
若
桜
会
館
）
が
「
戦
争
と
平
和
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
資
料
館
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　
香
良
洲
町
に
は
、
昭
和
17
年
か
ら
終

戦
ま
で
の
３
年
間
、「
予
科
練
」
と
呼

ば
れ
た
三
重
海
軍
航
空
隊
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
背
景
と
、
皆

さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を

も
と
に
、
資
料
館
で
は
、「
三
重
海
軍

航
空
隊
」
か
ら
「
平
和
へ
の
歩
み
」
ま

で
、
大
き
く
５
つ
の
ゾ
ー
ン
を
設
け
て

展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
３
階
で
は
「
三
重
海
軍
航
空

隊
」
を
テ
ー
マ
に
、
予
科
練
と
は
ど
の

よ
う
な
制
度
な
の
か
、
入
隊
し
た
予
科

練
生
が
ど
の
よ
う
な
訓
練

や
教
育
を
受
け
、
日
々
の

生
活
を
送
っ
て
い
た
の

か
、
予
科
練
と
特
攻
作
戦

と
の
関
わ
り
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
遺
品
室
」
で
は
、
予
科

練
生
と
家
族
と
の
手
紙
、

特
攻
隊
員
の
遺
書
な
ど
を

通
し
て
、
予
科
練
生
や
残

さ
れ
た
家
族
の
思
い
な
ど

を
伝
え
る
展
示
を
し
て
い

ま
す
。

　
２
階
で
は
、「
日
本
の

近
代
化
と
戦
争
」「
戦
時

下
の
く
ら
し
」
を
テ
ー
マ

に
、
徴
兵
制
度
や
諸
外
国

と
の
戦
争
、
太
平
洋
戦
争

で
の
市
内
の
空
襲
被
害
、
戦
時
統
制
下

の
人
々
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
１
階
で
は
、「
平
和
へ
の
歩
み
」
を

テ
ー
マ
に
、
旧
軍
用
施
設
の
学
校
施
設

な
ど
へ
の
再
利
用
に
注
目
し
、
戦
災
か

ら
の
復
興
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
国
内
外
に
多
く
の
犠
牲
を
出
し
、

人
々
の
心
に
深
い
傷
を
残
し
て
終
わ
っ

た
戦
争
。
戦
後
67
年
目
の
現
在
、
本
資

料
館
が
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
命
の
尊
さ

や
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
て
い
た
だ
け

る
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

○
開
館
時
間
　
9
時
〜
17
時
（
入
館
は

　
　
　
　
　
　
16
時
ま
で
）

○
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が

　
　
　
　
　
祝
・
休
日
の
場
合
は
そ
の

　
　
　
　
　
翌
日
）

　
　
　
　
　
12
月
28
日
〜
１
月
４
日

○
入
館
料
　
無
料
（
市
外
の
人
は
200
円
）
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